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6. サブサハラアフリカにおける脅威の集中

情勢は不安定なままです。特にサブサハラアフリカで
は、マラリアの負担が容認できないほど高いままで、
脅威の集中が、疾病抑制の取り組みに、さらなる課題
をもたらしています。同時に、COVID-19パンデミック
は続いており、景気回復のペースは不透明です。迅速
かつ加速的な行動がなければ、WHOのマラリアに関する
グローバル技術戦略2016ー2030年のキーとなる2030年
目標は達成されず、その先に向けた追加活動の根拠が
失われるかもしれません。

グローバルマラリア目標を達成するため

に必要なもの

2021年、WHOは、その前5年間に得られた教訓を反映
し、グローバルマラリア戦略を更新しました。 2030
年までに世界のマラリア発生率と死亡率を90％削減
するなどの戦略目標を達成するには、新しいツール
と既存のツールのより良い実装に支援された、新し
いアプローチと大幅に強化された取り組みが必要に
なります。 投資の強化も不可欠です。

7. 

COVID-19パンデミック中の混乱

による影響

パンデミックの間、各国とそのパートナーたちは、緊
急かつ精力的な対応を実施することにより、WHOの予
測したマラリアによる死亡の最悪のシナリオを回避す
ることに成功しました。それでも、マラリア対策には
中程度の混乱が見られ、その影響で、2019年から2020
年の1年間で、マラリアの患者（1400万人）と死者数
（6万9000人）が増加しました。

2. 新しいWHOの統計手法とマラリアの
世界的な負担

今年の世界マラリア報告書は、新しい統計手法を採用
して、2000年以降の5才未満のマラリアで亡くなった
子どもたちの人数を計算しました。この新しい方法
は、WHO全体で使用されてきており、マラリアほかで
亡くなったすべての幼児について、より正確な死因
推計値が計算できます。この新しい方法を用いる
と、以前の分析と比較して、2000年から2020年の全期
間にわたって、マラリアによる推定死亡数が多くなる
ことが分かります。 2020年には、世界中で推定62.7
万人が、マラリアで死亡しました。

1. 

下記リンクから世界マラリア報告書2021
とすべての関連資料を見る.

メッセージ全文を読むには番号（バブル）をクリック

3. パンデミック前に頭打ちだったマラリア
対策の成果

COVID-19が出現する前でさえ、マラリア対策の成果
は、世界的に横這いであり、WHO世界マラリア戦略の
2020年のマイルストーンに到達には程遠い状況です。
進歩を再活性化するために、WHOと関係パートナー
は、COVID-19の発生時に勢いを増し始めていた、高負
荷国におけるマラリア対策への新しい、国主導型アプ
ローチを推し進めました。

4. 世界規模での進捗は不均一なまま

世界規模では、マラリア対策の進捗はバラバラです。
本報告書によると、マラリアの負担が少ない国の多く
は、マラリア排除の目標に向かって着実に進んでいま
す。 エルサルバドルと中国の2カ国は、2021年に、WHO
からマラリアフリーの認定を受けました。しかし、マ
ラリアの負担が高い国のほとんどは、挫折を味わって
おり、形勢は不利になりつつあります。

5.

過去20年間のマラリア対策における世界的な進歩は、
主に、マラリアを予防し、検出し、治療するための
WHO推奨ツールの大規模な普及拡大と使用によって達
成されました。 最新のデータは、これらの成果を示
していると同時に、マラリアの感染リスクがある人々
の救命ツールについて、顕著で、時にアクセス格差の
拡大を浮き彫りにしています。

報告書をダウンロード 関連資料

WHO推奨ツールについて、顕著で拡大しつ
づける普及格差

https://www.who.int/publications/i/item/9789240040496
https://www.who.int/teams/global-malaria-programme/reports/world-malaria-report-2021
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世界マラリア報告書によると、世界全体でマラリア
による死亡者数は、2020年には推定62.7万人で、前
年に比べて6万9000人の増加でした。増加数の約3分
の2（4万7000人）は、COVID-19のパンデミック中の
混乱によるものでしたが、残りの3分の1（2万2000
人）は、COVID-19の混乱に関係なく、WHOの統計手
法の変更を反映しています。

»







https://www.who.int/publications/i/item/WHO-CDS-GMP-2018.25
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図 5.2.

マラリアa）患者および　b）HBHI諸国における死亡者の推定数, 2000年～2020年
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https://apps.who.int/iris/handle/10665/342995
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» 他の多くの国々も、マラリア排除に向けて着実に進
んでいます。

• 2000年から2020年の間、土着の患者数が10件より
少ないマラリア流行国の数は、4カ国から23カ国
に増加しました；患者数100件未満の流行国は、6
カ国から26カ国に増加しました。そして、患者数
が1000件未満の国は、14カ国から33カ国に増加し
ています（図4.1）。

• E-2025イニシアチブは、2025年までにマラリアの
伝搬を食い止めるための25カ国の取り組みを支援
する目的で、2021年4月に開始されました。

» 大メコン圏の国々は、マラリア排除に対し、引き続
き力を注いでいます。

• 2000年から2020年の間に、大メコン圏（GMS）の
熱帯熱マラリアの患者数は93％減少し、すべての
マラリア患者数は、78％減少しました（図4.2）

–熱帯熱マラリアの患者数の加速度的な減少
は、大メコン圏で見られる抗マラリア薬耐性

マラリアの存在がもたらす脅威を考えると、
注目に値します。近年、熱帯熱マラリア原虫
は、アルテミシニンを基軸とする併用療法
（ACTs）のコア化合物であるアルテミシニン
に対する部分的な耐性を獲得しています。一
部の地域で、マラリア原虫は、ACTs内のパー
トナー薬に対する耐性も獲得しています。

図 4.1．
2000年時点でマラリア流行国だった国の内、2000年から2020年の間に、国内患者数が10、100、1,000、10,000
件未満だった国の数 
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• 多剤耐性の出現に続いて、大メコン圏の6カ国
（カンボジア、中国、ラオス人民民主共和国、
ミャンマー、タイ、ベトナム）は、2012年に患者
数のピーク65万人を報告しました。これをきっか
けに、大メコン圏で薬剤耐性マラリアと闘うため
の集中的な取り組みが開始され、患者数が劇的
に減少しました。

− 2020年までに、大メコン圏で、熱帯熱マラリア
1万9000件を含む、約8万2000件のマラリア患者
が発生しました。ほとんどが、ミャンマーとカ
ンボジアでの発生でした。

高負荷の国々では、形勢が不利になりつつあります

• 世界で最もマラリアによる負担が大きい11カ国
は、挫折を味わっています。

− HBHI諸国のマラリア患者数は、2000年の1億5500
万件から2015年には1億5000万件に減少しました
が、2020年には、1億6300万件に増加していま
す。

− マラリアによる死亡者数は、2000年から2015年
の間に64万1000人から39万人に減少しました。
しかしその後、2020年には、44万4600人に増加
しました。

− 2019年から2020年の間に、アフリカ地域のHBHI 
10カ国すべてで、患者数と死亡者数の増加が報
告されています。

図 4.2

GMSにおけるマラリア全体と熱帯熱マラリアの国内患者数、2000年～2019年
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例外と外れ値

− 2019年から2020年の間に、WHO東南アジア地域
でマラリアの負荷が最も高い国であるインド
が、マラリアの患者数と死亡数の減少を報告し
ました。ただし、COVID-19パンデミック前の期
間と比較して、減少率は小さくなりました。

− WHO東地中海地域では、2015年から2020年の間
に、マラリア患者発生率が20％増加しました
が、イラン・イスラム共和国とパキスタンは、
逆の傾向が見られました。 2020年、イランは3
年連続でマラリア患者数がゼロであると報告
し、パキスタンは、マラリアの発生率を40％以
上減少させました。

− 東南アジア地域は、死亡率と罹患率のGTS2020
年マイルストーンを達成したWHO地域の1つです
（図8.7）。この地域のほとんどの国では、 
2015年以降、マラリアの発生率を40％以上減少
させ、マラリアによる死亡について、死亡ゼロ
であるか、死亡率の40％以上の減少を報告して
います。スリランカは、2016年以来、マラリ
アフリーの状態を維持しています。2

地域ごとの最新のマラリアの傾向について、詳しくは、
地域ごとのブリーフィングキットをご覧ください。

図　8.7.

マラリア対策進捗の比較：WHO南東アジア地域におけるa）患者発生率とb）死亡率　ー　現在の進
捗傾向が維持されている場合（青線）と、GTS目標が達成されている場合（緑線）の2つのシナリ
オについて
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Comparison of progress in malaria a) case incidence and b) mortality rate in the WHO South-East
Asia Region considering two scenarios: current trajectory maintained (blue) and GTS targets 
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FIG. 8 .7

Comparison of progress in malaria a) case incidence and b) mortality rate in the WHO South-East
Asia Region considering two scenarios: current trajectory maintained (blue) and GTS targets 
achieved (green)
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2   モルディブは、1984年以来マラリアフリーを維持していますが、WHOか
ら　公式のマラリア排除の認証は受けていません。 
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https://www.who.int/publications/m/item/WHO-UCN-GMP-2021.09








https://apps.who.int/malaria/maps/threats/




https://www.who.int/about/what-we-do/thirteenth-general-programme-of-work-2019---2023
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